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こ
れ
ま
で
彦
根
市
で
は
、
水
害
の

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
市

内
の
大
き
な
河
川
が
あ
ふ
れ
た
場
合

を
想
定
し
、
避
難
所
な
ど
を
表
示
し

た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
小
さ
な
河
川
な
ど
が
あ
ふ

れ
た
場
合
も
考
慮
し
た
「
地ち

先さ
き

の
安

全
度
マ
ッ
プ
」
が
滋
賀
県
か
ら
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
各
マ
ッ
プ
を

重
ね
合
わ
せ
た
「
彦
根
市
水
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
統
合
版
）」（
下
図
・

イ
メ
ー
ジ
）
と
、
滋
賀
県
作
成
デ
ー
タ

に
基
づ
く
「
地
先
の
安
全
度
マ
ッ
プ

（
彦
根
市
版
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
「
彦
根
市
水

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
統
合
版
）」「
地

先
の
安
全
度
マ
ッ
プ
（
彦
根
市
版
）」

を
、
３
月
中
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、「
彦

根
市
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
な
ど

を
見
て
、
皆
さ
ん
の
自
宅
や
勤
め
先

な
ど
が
、
ど
の
く
ら
い
浸
水
す
る
可

能
性
が
あ
る
か
を
確
認
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室
☎

30-

６
１
５
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

１

７
７
７
番
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平
成
23
年
度
発
行
の
「
彦
」
の

有
効
期
限
は
平
成
26
年
３
月
31
日

㈪
で
す

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
期
間
内
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
平
成
23
年
度
発
行
の

「
彦
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　

彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し
く
、

活
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

自
主
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
「
美

「
彦
」
を
渡
せ
ま
す
。

▼
「
彦
」
協
力
店
（
左
表
）
で
「
彦
」

と
引
き
換
え
に
特
典
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
け
ら
れ
る
特
典
は
、 

代
金
の

割
引
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
店
舗

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

②
彦
根
市
の
施
設
の
使
用
料
や
手

数
料
の
う
ち
、
定
め
ら
れ
た
も

の
へ
の
支
払
い
（
１
彦
＝
１
円
と

し
、
お
つ
り
を
受
け
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）

③
登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
へ
の
寄
附

④｢

彦｣

５
枚
で
、
エ
コ
バ
ッ
グ

と
の
交
換
（
交
換
は｢

彦｣

の
み

で
、
現
金
と
「
彦
」
の
組
み
合
わ
せ

は
で
き
ま
せ
ん
）

し
い
行
為
（
清
掃
な
ど
）」
に
、
地

域
通
貨
「
彦げ

ん

」
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
中
の
「
美
し

い
行
為
」
に
対
す
る
「
彦
」
の
交

付
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
支
所

交
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
５
月

30
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

持
ち
物　

平
成
25
年
度
美
し
い
ひ

こ
ね
創
造
活
動
報
告
書
、
印
鑑

４
月
６
日
㈰
・
同
26
日
㈯
の
午
前
中

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

平
日
は
手
続
き
に
来
ら
れ
な
い

人
の
た
め
に
、「
彦
」
の
交
付
や
参

加
登
録
の
受
け
付
け
を
行
う
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

４
月
６
日
㈰
・
同
26
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

休
日
の
臨
時
窓
口　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
（
支
所
は
あ
り
ま
せ
ん
）

参
加
登
録
が
必
要
で
す

　

｢

彦｣

の
交
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
ま
ず
「
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造

活
動
」
に
参
加
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
彦｣

の
使
用

　

｢

彦｣

の
使
い
道
は
次
の
４
つ
あ

り
ま
す
。

①
市
民
な
ど
の
間
で
の
自
由
な
流
通

▼
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
人
に

　

登
録
と
注
射
は
、
飼
い
主
の
義

務
で
す
。
登
録
は
犬
の
一
生
に
１

回
、
注
射
は
毎
年
１
回
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
生

後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場　

左
表
の
と
お
り

料
金　

▼
既
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬

　

３
、２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注
射

　

料
金
２
、６
５
０
円
＋
狂
犬
病
予
防
注

　

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▼
生
後
91
日
以
上
で
未
登
録
の
犬

６
、２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注

射
料
金
２
、６
５
０
円
＋
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円

＋
新
規
登
録
手
数
料
３
、０
０
０
円
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、
手
数
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
お
つ
り

の
い
ら
な
い
よ
う
料
金
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

①
既
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬

の
飼
い
主
は
、
犬
の
登
録
カ
ー

ド
（
愛
犬
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

②
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
、
種
類
、
生
年
月
日
、

性
別
を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
を
制
止
す
る
（
押
さ
え
る
）

こ
と
が
で
き
る
人
が
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

④
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

⑤
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
、
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は

首
輪
に
つ
け
て
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。
ハ
ー
ネ
ス
（
首
輪
の
代

わ
り
に
つ
け
る
ベ
ル
ト
）
は
、
犬

が
暴
れ
て
外
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

★
飼
い
主
の
都
合
や
犬
の
体
調
な

ど
に
よ
り
、
会
場
で
注
射
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

★
鑑
札
・
注
射
済
票
は
、
首
輪
な

ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
迷
子
犬

に
な
っ
た
と
き
に
、
飼
い
主
を

探
す
大
切
な
手
が
か
り
に
な
り

ま
す
。

★
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死

亡
な
ど
登
録
カ
ー
ド
の
内
容
に

変
更
が
あ
れ
ば
、

生
活
環
境

課
に
変
更
届
ま
た
は
死
亡
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
書

は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

狂犬病予防の必要性

▶狂犬病はいったん発症すると治療法がなく、人
間と動物に共通する、致死率 100％の恐ろし
い感染症です。

▶狂犬病は全世界に分布しています（日本、英国、
オーストラリアなどの一部の国々を除く）。

▶狂犬病により、世界では年間約5万5千人の人
が亡くなっていて、このうちアジア地域で約3
万人以上が亡くなっていると推計されていま
す。

▶平成18年には、海外で犬にかまれ、帰国して
から狂犬病を発症して死亡する事例がありまし
た。

▶日本では、主に犬の登録、予防注射、野犬の収
容などにより、狂犬病の撲滅に成功しています。
しかし、日本の犬の輸入は、アジア地域など狂
犬病発生国からが 9割を超えており、いつ狂犬
病が発生してもおかしくない状態です。

（出所　厚生労働省、農林水産省、世界保健機関）

▲「彦」が使えるお店に配布している
　ステッカー（４月１日〜）

地
域
通
貨  

「 

彦 

」
の
交
付
を
始
め
ま
す

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

み
ほ
ん

▲色はピンク。有効期限が平
成 26 年 3 月 31 日までと
なっています
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人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　

市
立
病
院　

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
変
形

性
関
節
症
の
人
が
増
え
、
関
連
す

る
手
術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
も
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
６
月

か
ら
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
を
設
け

ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
先
立
ち
、

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
関
節
専
門

外
来
を
開
設
し
ま
す
。

股
関
節
専
門
外
来　

第
２
・
４
水
曜
日　

午
前
９
時

30
分
～
（
予
約
制
）

担
当
医
師　

秋
山　

治は
る

彦ひ
こ

さ
ん

（
岐
阜
大
学
医
学
部
教
授
）

膝
関
節
専
門
外
来　

毎
週
水
曜
日　

午
前
９
時
～

担
当
医
師　

角す
み

田だ　

恒ひ
さ
し（

市
立
病

院
整
形
外
科
）　

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８

時
～
同
11
時

※
整
形
外
科
外
来
（
関
節
専
門
外
来

を
含
む
）
で
は
、か
か
り
つ
け
医

（
開
業
医
）
や
他
病
院
か
ら
の
紹

介
状
が
な
い
と
初
診
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
か

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
の

処
理
手
数
料
を
改
定
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料
は
有
料

　

４
月
１
日
㈫
か
ら
、
家
庭
か
ら

出
る
粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料
が

有
料
に
な
り
ま
す
。

小
型
家
電
は
原
則
無
料

　

最
も
長
い
１
辺
の
長
さ
が
１

メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
電
源
コ
ン
セ

ン
ト
に
つ
な
ぐ
家
庭
用
電
化
製
品

（
小
型
家
電
）
は
、
原
則
無
料
で
引

き
取
り
ま
す
。

※
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア

　

コ
ン
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
）

や
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
引
き

取
り
で
き
ま
せ
ん
。

処
理
手
数
料

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
す

る
場
合

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。
燃
や
す

40
分

▼
管
理
事
務
所
横
駐
車
場　

午

後
10
時
～
翌
日
の
午
前
５
時

時
30
分

※
施
錠
時
間
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

髙
木
・
技
研
特

別
共
同
体
☎
21-

３
９
２
３
番

年
度
末
の
ご
み
収
集
と

粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

　

３
月
21
日
（
金
・
祝
）
は
通
常
ど

お
り
収
集
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
「
平
成
25
年
度
ご
み

等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ

　

次
の
日
時
に
粗
大
ご
み
の
臨
時

の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
23
日
㈰　

午
前
９
時

〜
正
午

場
所　

清
掃
セ
ン
タ
ー（
野
瀬
町
）

注
意
事
項

▼
粗
大
ご
み
以
外
は
搬
入
で
き
ま

せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
専
用
の
搬
入
経
路
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止
の

た
め
、
誘
導
す
る
係
員
の
指
示

ご
み
と
粗
大
ご
み
を
併
せ
て
搬
入

す
る
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
計
量
（
２

回
）
し
ま
す
。

▼
戸
別
有
料
収
集
の
場
合

　

小
型
家
電
を
ほ
か
の
粗
大
ご
み

（
タ
ン
ス
、
テ
ー
ブ
ル
、
自
転
車
な
ど
）

と
併
せ
て
収
集
す
る
と
き
、
小
型

家
電
分
の
料
金
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　

小
型
家
電
の
み
を
収
集
す
る
場

合
は
、
５
点
ま
で
４
０
０
円
で
す
。

　

収
集
の
申
し
込
み
は
、
今
ま
で

ど
お
り
、
小
型
家
電
を
含
み
１
回

５
点
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

中
に
新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
、

地
目
変
更
や
価
格
の
修
正
が

あ
っ
た
土
地
の
所
有
者

平
成
26
年
度
の
土
地
の
評
価
額

　

平
成
26
年
は
評
価
替
え
の
年
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
価
が
下

が
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
土
地

の
評
価
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
住
宅
用
地

の
税
額
を
前
年
度
税
額
に
据
え
置

く
制
度
が
廃
止
に
な
っ
た
た
め
、

土
地
の
評
価
額
が
下
が
っ
て
も
、

税
負
担
が
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

高
齢
者
の
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□市
交
通
対
策
課　
　
　

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る　

事
故
に
遭
わ
な
い　

起
こ
さ
な
い

た
め
に
」。
県
内
で
は
、
１
月
１

日
か
ら
２
月
17
日
ま
で
に
、
14
人

（
昨
年
の
同
時
期
は
７
人
）
が
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち

10
人
は
高
齢
者(

65
歳
以
上)

で
す
。

　

交
通
事
故
の
10
件
の
う
ち
８
件

は
、
歩
行
中
や
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
と
き
の
事
故
で
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
車
の

か
り
つ
け
医
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
外
来

２
ブ
ロ
ッ
ク
☎
22-

６
０
５
０

番
（
内
線
１
４
０
２
番
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

０
７
５
４
番

金
亀
公
園
の
駐
車
場
を

夜
間
に
施
錠
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

髙
木
・
技
研
特
別
共
同
体　

　

金
亀
公
園
の
駐
車
場
は
、
公
園
、

市
立
図
書
館
、
弓
道
場
の
利
用
者

の
た
め
の
場
所
で
す
。

　

し
か
し
、
昼
夜
を
通
じ
て
利
用

者
以
外
の
駐
車
が
多
く
、
施
設
の

利
用
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
す
る
際
の
、
よ
り

良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
夜

間
の
閉
園
時
に
金
亀
公
園
の
駐
車

場
を
施
錠
し
ま
す
。

　

駐
車
場
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

施
錠
開
始
日　

４
月
１
日
㈫　

施
錠
時
間

▼
図
書
館
前
駐
車
場　

午
後
９

時
50
分
～
翌
日
の
午
前
５
時

▼
子
ど
も
と
高
齢
者
を
守
る
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-
６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-
８
５
１
７
番

４
〜
５
月
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
彦
根　
　

　

４
月
か
ら
５
月
の
連
休
明
け
に

か
け
て
の
時
期
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）が
１
年
の
う
ち

で
最
も
混
雑
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
彦
根
で
、
混
雑

が
多
い
（
少
な
い
）
と
予
想
さ
れ
る

曜
日
・
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

雇
用
保
険
の
受
給
手
続
き
や
仕

事
の
相
談
な
ど
は
、
混
雑
が
少
な

い
と
予
想
さ
れ
る
曜
日
・
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

庁
舎
駐
車
場
が
狭
く
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
近
隣
へ
の

路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
混
雑
が
多
い
と
予
想
さ
れ
る

曜
日
・
時
間

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日　

午
前

11
時
〜
午
後
２
時

混
雑
が
少
な
い
と
予
想
さ
れ
る

曜
日
・
時
間

火
・
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
同

10
時
、
午
後
３
時
〜
同
４
時

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

彦
根
☎
22-

２
５
０
０
番

運
転
手
が
「
見
て
く
れ
て
い
る
・

停
ま
っ
て
く
れ
る
」
と
油
断
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

歩
行
者
は
、
夜
間
の
外
出
を
で

き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。
出
歩

く
と
き
は
、
車
の
運
転
手
に
早
く

発
見
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
反
射

材
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
安

全
確
認
を
し
て
、
無
理
な
横
断
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
ハ
イ

ビ
ー
ム
の
切
り
替
え
を
こ
ま
め
に

行
い
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
早
期

発
見
に
努
め
、
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

新
入
学
（
園
）
児
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
運
動

　
期
間　

３
月
15
日
㈯
～
４
月
15
日
㈫

運
動
の
重
点　

▼
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保
の

推
進

▼
新
入
学(

園)

児
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
・
指
導
の
徹
底

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
の
価
格
等

平
成
26
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

□市
税
務
課

　

平
成
26
年
度
の
固
定
資
産
税
額

の
基
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を
、

３
月
末
に
決
定
し
ま
す
。
新
し
い

価
格
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
示
し

ま
す
。

　

縦
じ
ゅ
う

覧ら
ん

・
閲
覧
に
は
、
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
な
ど
の
提
示
が
必

要
で
す
。

　

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人
の
条
件

や
、
本
人
確
認
の
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

縦
覧

　

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
他
の
資

産
の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す

る
も
の
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日

㈪
場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人　

今
年
の
１
月
１

日
現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象

の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋

の
所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
。

閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

　

借
地
人
・
借
家
人
も
、
使
用
・

収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の
課
税

内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈫

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

閲
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者

（
所
有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人
な
ど

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
は
、
閲

覧
の
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

閲
覧
の
対
象　

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台

帳
、
名
寄
帳

不
服
申
し
立
て

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
、

彦
根
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
、
審
査
の
申
し
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
立
期
間　

価
格
が
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
日
（
３
月
末
日
）
か
ら
納

税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日

の
後
60
日
の
間

申
し
立
て
で
き
る
人　

平
成
25
年



7 2014・3・15 62014・3・15

　

今
後
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
農
地
所
有

者
や
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
農
業
再

生
協
議
会
事
務
局
（

農
林
水
産

課
内
）
☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

耕
作
放
棄
地
を
再
生
す
る

作
業
に

交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

　　　　　　 　　　　　　
彦
根
市
農
業
再
生
協
議
会

　

彦
根
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

国
と
県
の
制
度
を
活
用
し
、
耕
作

放
棄
地
の
再
生
・
利
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

制
度
内
容
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
内
容　

耕
作
放
棄
地
を
再
生

す
る
費
用
に
、
交
付
金
（
７
・

５
万
円
／
10
ア
ー
ル
）
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

対
象　

耕
作
放
棄
地
を
引
き
受
け

て
、
再
生
・
利
用
す
る
農
業
者

※
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
は
対
象
外

条
件　

再
生
し
た
圃ほ

場じ
ょ
う（

田
畑
）

で
５
年
以
上
農
産
物
を
作
付
け

す
る
な
ど　

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
農
業
再

生
協
議
会
事
務
局
（

農
林
水
産

課
内
）
☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

耕
作
放
棄
地
の
解
消
へ

　　　　　　 　　　　　　
彦
根
市
農
業
再
生
協
議
会

　

農
地
は
、
食
料
生
産
の
役
割
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、
雨
水
を
一

時
的
に
貯
留
し
、
洪
水
や
土
砂
崩

れ
を
防
い
だ
り
、
多
様
な
生
き
物

を
育
ん
だ
り
し
て
、
私
た
ち
の
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

米
価
の
下
落
に
よ
る
所
得
の
低
下

な
ど
か
ら
、
農
業
を
辞
め
る
人
が

増
加
し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
病
害
虫
の
発
生
や

雑
草
の
増
加
、
農
業
用
水
利
施
設

の
管
理
へ
の
支
障
、
土
砂
・
ご
み

の
不
法
投
棄
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
た

め
、
当
協
議
会
で
は
、
国
と
県
の

制
度
を
活
用
し
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

上
下

水
道
総
務
課（
〒
５
２
２-

０
０
０

１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
22-

８
４

７
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５

４
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

jyogesui-
som

u@
m

a.city.hikone.
shiga.jp

　　

昨
年
発
生
し
た
福
知
山
花
火
大

会
の
火
災
を
踏
ま
え
、
火
気
器
具

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
定
な
ど

の
改
正
に
向
け
た
作
業
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、条
例
（
素
案
）
を
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

消
防
本
部

予
防
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張

所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
間　

　

３
月
17
日
㈪
〜
４
月
15
日
㈫

　

今
年
度
が
水
道
事
業
の
計
画
期

間
の
中
間
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

社
会
情
勢
、
財
政
事
情
や
主
要
な

事
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
た
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
２
期
中
期
経
営
計

画
（
中
間
見
直
し
案
）
を
公
表
し
、水

道
を
使
う
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

案
の
公
開
場
所　

上
下
水
道
総

務
課
（
市
民
会
館
３
階
）、情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
限　

　

３
月
25
日
㈫
（
必
着
）

提
出
方
法　

上
下
水
道
総
務
課

彦
根
市
火
災
予
防
条
例

の
一
部
改
正
（
素
案
）

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
う
え
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　
（
必
着
）

提
出
方
法　

消
防
本
部
予
防
課

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

消
防

本
部
予
防
課（
〒
５
２
２-

０
０
５

４　

西
今
町
４
１
５
）☎
22-

０
３

３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４
２

７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

hikonefd.
yobou@

bz03.plala.or.jp

彦
根
市
水
道
事
業

第
２
期
中
期
経
営
計
画

（
中
間
見
直
し
案
）

▲耕作放棄地を再生するために
　草刈りをしている様子（平成
　25年度）

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

こ
ん
な
と
き
に
は

こ
ん
な
手
続
き
を

彦
根
年
金
事
務
所

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の

人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
保
険
年
金
課
、支
所
、各

出
張
所
、
ま
た
は
彦
根
年
金
事
務

所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
と
、
将
来
に
受
給
す

る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
手
続
き

は
、
誕
生
日
の
前
日
か
ら
）

　

会
社
員
（
厚
生
年
金
の
加
入
者
）、

公
務
員（
共
済
年
金
の
加
入
者
）な

ど
は
除
き
ま
す
。

▼
会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

　

被
扶
養
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、

配
偶
者
の
届
出
も
必
要
で
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
た
と
き
、
離
婚
し

た
と
き
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

　

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

平
成
26
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
万
５
、
２
５
０
円
で
す

彦
根
年
金
事
務
所

　

４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
（
以
下
、
保
険

料
）
は
、
月
額
１
万
５
、
２
５
０

円
（
平
成
25
年
度
は
１
万
５
、
０
４
０

円
）
と
、
決
ま
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
で
き
ま
す

彦
根
年
金
事
務
所

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
割
引
を

伴
う
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て

便
利
で
す
。

▼
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
の
１
年

前
納
（
現
金
納
付
）

　

17
万
９
、
７
５
０
円
（
月
払
い
に

比
べ
３
、
２
５
０
円
お
得
）

▼
半
年
前
納
（
現
金
納
付
）

　

９
万
７
６
０
円
（
月
払
い
に
比
べ

７
４
０
円
お
得
）

▼
納
付
期
限　

４
月
30
日
㈬

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

医
師
に
か
か
る
と
き
に
必
要
な
も
の

　

高
齢
受
給
者
証
（
※
）、
保
険
証

※
高
齢
受
給
者
証
は

保
険
年
金

課
が
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日

が
誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か
ら

使
え
ま
す
。
医
師
に
か
か
る
と

き
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機

関
の
窓
口
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険

４
月
１
日
か
ら

医
師
に
か
か
る
と
き
の

自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り

ま
す
（
70
歳
以
上
75
歳
未
満
）

　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　
□市
保
険
年
金
課　

　

４
月
１
日
か
ら
、
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
自
己
負
担
割
合
が
、
次

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
（
下

表
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
自
己
負
担
割

合
は
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
が
あ

り
ま
す
。

▼
す
で
に
70
歳
以
上
の
人（
４
月
１

日
現
在
）

　

１
割
（
こ
れ
ま
で
ど
お
り
）

▼
新
た
に
70
歳
と
な
る
人（
４
月
２

日
以
降
）

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月（
１
日
生

ま
れ
の
人
は
そ
の
月
）
か
ら
、

２
割

▼
現
役
並
み
所
得
者
（
住
民
税
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
あ
る
人
）

３
割
（
変
更
な
し
）

※
住
民
税
課
税
所
得　

総
所
得
金

額
か
ら
各
種
所
得
控
除（
社
会
保

険
料
や
扶
養
控
除
な
ど
）
を
差
し

引
い
た
金
額

注
意
事
項　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
加
入
者
は
除
き
ま
す
。
世

帯
の
状
況
や
収
入

に
よ
り
、
自
己
負

担
の
割
合
の
判
定

が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
別

▼
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
・
学
生
な
ど
で
、

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以

上
60
歳
未
満

▼
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
原
則
65
歳
未
満 

▼
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満
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天
体
望
遠
鏡
（
天
文
台
）
公
開

〈
内
容
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
、
天
体
望
遠
鏡
な
ど
の
天
文
設

備
を
公
開
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉３

月
24
日
㈪
〜
同
28
日
㈮　

午
後
７

時
〜
同
８
時　
〈
場
所
〉
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
天

文
に
興
味
の
あ
る
人　
〈
費
用
〉

無
料　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当

日
開
始
時
間
ま
で
に
、
直
接

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
悪
天
候
の
場
合
、
天
文
設
備

の
公
開
は
し
ま
す
が
、
天
体
観
測

は
し
ま
せ
ん
。

新
規
就
農
者
「
農
家
見
習
い
」

 

〈
内
容
〉「
自
分
で
野
菜
を
作
っ
て

み
た
い
」「
生な

り

業わ
い

と
し
て
の
畑
仕
事

に
挑
戦
し
て
み
た
い
」「
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
」
と
い
う
人

の
た
め
、「
農
家
見
習
い
」
と
し

て
約
50
㎡
の
畑
で
野
菜
づ
く
り
体

験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加

者
全
員
が
同
じ
作
物
（
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
）
を
育
て
な
が
ら
、
技
術

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。　
〈
体

験
期
間
〉
４
月
～
平
成
27
年
３
月　

〈
場
所
〉
松
原
町　
〈
対
象
〉
市
内

在
住
の
人　
〈
定
員
〉 

12
組
（
１

育
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
！

親
子
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

〈
内
容
〉ロ
ボ
ッ
ト
作
り
を
通
し
て

親
子
で
作
る
楽
し
み
を
体
験
し
ま

す
。
お
も
ち
ゃ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
組

み
立
て
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
簡
単

な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ロ
ボ
ッ
ト

を
動
か
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
▼

ク
ラ
ス
①
４
月
12
日
、
５
月
10
日
、

６
月
14
日
、
７
月
12
日　

▼
ク
ラ

ス
②
４
月
26
日
、
５
月
24
日
、
６

月
28
日
、
７
月
26
日　

い
ず
れ
も

土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
同
４

時
30
分　
〈
場
所
〉
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室　

〈
対
象
〉小
学
４
〜
６
年
生
の
親
子　

〈
定
員
〉 

各
10
組　

※
申
込
者
多

数
の
場
合
は
公
開
抽
選（
３
月
26
日

㈬
午
前
10
時
か
ら
「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室

３
で
行
い
ま
す
）　
〈
費
用
〉 

４
千
円

（
全
４
回
分
一
括
）　
〈
申
込
期
間
〉

３
月
15
日
㈯
〜
同
25
日
㈫
（
必
着
）　

〈
託
児
〉
１
人
１
回
２
０
０
円
（
０

歳
〜
就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２

２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
①
受
講

ク
ラ
ス
②
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
学
校
・
４
月
か
ら
の
学
年

④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号

⑦
（
あ
れ
ば
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
⑧
託
児

を
希
望
す
る
人
は
子
ど
も
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
と
生
年
月
日
を
、
返

信
の
表
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ

市
民
企
画
講
座

〈
内
容
〉
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

学
生
サ
ー
ク
ル
な
ど
と
協
働
し
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推

進
・
啓
発
す
る
た
め
の
事
業
の
企

画
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
実
施
期

間
〉
７
月
２
日
㈬
〜
12
月
20
日
㈯　

〈
対
象
〉市
内
で
活
動
し
て
い
る
市

民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、学
生
サ
ー
ク
ル

な
ど　

※
支
援
す
る
事
業
は
選
考

し
て
３
事
業
以
内　
〈
対
象
事
業
〉

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た

め
に
企
画
さ
れ
た
も
の（
例　

地
域
、

ま
ち
づ
く
り
、子
育
て
支
援
、高
齢
者
支

援
、
女
性
支
援
、
男
性
の
生
き
方
支
援

な
ど
）。
ウ
ィ
ズ
を
会
場
と
し
て
開

催
す
る
事
業
。
幅
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
事
業　

〈
支
援
内
容
〉 

①
事
業
の
実
施
に

必
要
な
全
て
の
経
費
（
講
師
へ
の
謝

礼
金
、
消
耗
品
費
、

印
刷
費
、
賃
借
料

な
ど
）
の
支
給
。

た
だ
し
、
支
援

金
の
上
限
は
５

万
円　

②
広
報

家
族
１
組
）　

※

申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選　

〈
費
用
〉
栽
培

に
伴
う
経
費
は

個
人
負
担　

※

農
地
の
借
地
に

伴
う
経
費
は
不
要
で
す
。　
〈
申

込
期
間
〉
３
月
17
日
㈪
〜
同
31
日

㈪　
〈
そ
の
他
〉栽
培
指
導
な
ど
の

日
程
は
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
人

に
ご
連
絡
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

農
林
水
産
課
☎

30-
６
１
１
８
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９

６
７
６
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
、
別
途

申
込
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

太
極
拳
in
金
亀
公
園		


		



〈
内
容
〉心
と
体
の
両
方
を
癒
や
す
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
し
て
太
極
拳
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
〈
日
時
〉

４
月
５
日
〜
９
月
27
日　

毎
週
土

曜
日　

午
前
７
時
〜
同
40
分
（
雨

天
中
止
）　
〈
場
所
〉
金
亀
公
園
（
金

亀
町
）
藤
棚
周
辺　
〈
費
用
〉
無
料　

〈
講
師
〉
北
川
は
つ
江
さ
ん
（
彦
根

市
武
術
太
極
拳
連
盟
所
属
講
師
）
ほ
か　

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
髙
木
・
技
研

特
別
共
同
体
☎
21-

３
９
２
３
番　

※
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

自
主
講
座

　 

〈
内
容
〉花
の
栽
培
や
、旬
の
野
菜

を
使
っ
た
料
理
を
し
ま
せ
ん
か
。　

〈
講
座
・
内
容
等
〉 

下
表
の
と
お
り　

〈
場
所
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね　

ほ
か　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・
在

勤
の
人 　
〈
費
用
〉申
込
時
に
、受

講
料
、
教
材
費
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。　

※
中
途
退
会
者
に

受
講
料
な
ど
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
。　
〈
申
込
期
間
〉４
月
１
日
㈫

〜
同
10
日
㈭　
〈
そ
の
他
〉
各
講

座
と
も
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
開
講
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
１
１
１
８
）

☎
25-

３
９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

ひ
こ
ね
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
　

彦
根
市
立
河
瀬
小
学
校

場
所　

極
楽
寺
町
１
１
８
番
地

創
立　

明
治
22
年

児
童
数　

４
８
５
人（
平
成
25
年
４
月
）

教
育
目
標　
「
智
徳
を
み
が
き　

健
康

で
た
く
ま
し
く
生
き
る　
『
河
瀬
の

子
』
の
育
成
」

　

朝
は
読
書
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
る
と
、
子
ど
も
は
静
か
に
読

書
を
始
め
ま
す
。

　

授
業
づ
く
り
、
学
級
づ
く
り
で
は
、

「
聴
く
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

互
い
の
意
見
を
聴
い
て
、
考
え
、
学
び

合
い
ま
す
。

　
「
人
と
触
れ
合
う
体
験
学
習
」「
自
然

に
優
し
い
環
境
学
習
」
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
年
生
が
畑
で

育
て
た
大
根
を
２
月
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
大
根
を
使
っ
て
「
お
で
ん

パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
い
て
、学
校
の
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
人
を
招
待
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
お
い
し
い
」
と
好
評
で

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲朝の読書▲地域の人を招待してお礼の言葉 ▲学び合いの授業

安全に使うために　自転車の寸劇を行います

　自転車を安全に利用するための
ポイントを分かりやすく、面白く
お伝えします。手軽で便利な自転
車ですが、使い方を誤ると大きな
事故につながります。
　寸劇を通して安全な自転車の利用方法を一緒に考えませ
んか。　※この寸劇は平成25年11月に開催された滋賀県交通安全
教育コンクールで優勝しました。

話の内容　とある駐輪場で、自転車たちが何かを話してい
る様子。何を話しているかは…見てのお楽しみです。

対象　自治会、老人会など
時間　約１時間（9:00 ～ 16:00 の間）　※時間は調整できます。
場所　公民館など、希望の場所に出張します。
申込・問い合わせ先　 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-

8117　※ 交通対策課などにある所定の申込書に必要
事項を書いて申し込んでください。

ひ
こ
ね
へ
の
掲
載
や
関
係
団
体
な

ど
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
に
よ
る
Ｐ
Ｒ　

〈
申
込
期
間
〉３
月
15
日
㈯
〜
４
月

26
日
㈯
（
郵
送
の
場
合
、当
日
消
印
有

効
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町

６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２

９
番　

※
所
定
の
提
案
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
郵
送
ま
た
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

提
案
書
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

滋
賀
大
学
開
学
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉４
月
26
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
５
時　
〈
場
所
〉
滋

賀
大
学
経
済
学
部
校
舎
内
（
馬
場

一
丁
目
）　
〈
店
舗
数
〉 

30
店
舗
（
先

着
順
）　
〈
出
店
料
〉 

無
料　
〈
申

込
期
限
〉 

４
月
13
日
㈰　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
大
学

文
化
サ
ー
ク
ル
連
合
（
〒
５
２
２

-

８
５
２
２　

馬
場
一
丁
目
１-

１
）

（
古
川
さ
ん
）
☎
０
９
０-

２
０
１

９-

１
８
９
２
番
、
Ｅ
メ
ー
ル

vitam
in284express@

yahoo.
co.jp　

※
電
話
、
メ
ー
ル
、
は
が

き
で
、
①
氏
名
②
電
話
番
号
③
主

な
出
店
内
容
を
書
い
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。



11 2014・3・15 102014・3・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

　

　開花状況によっては彦根警察署の指導により、期間
前の３月下旬から交通規制を実施することがあります。
　桜の開花状況や、交通規制（車両通行止め）の情報は、

（公社）彦根観光協会ホームページ（http://www.hikoneshi.
com）をご覧ください。　

問い合わせ先
　（公社）彦根観光協会☎ 23-0001、FAX26-1919
　 観光振興課☎ 30-6120、FAX22-1398

交通規制（車両通行止め）のお知らせ
　桜まつり期間中、彦根城内は市内外から多くの来訪
者でにぎわうため、混雑が予想されます。
　事故防止のため、城内で交通規制を実施しますので、
ご協力をお願いします。
　桜まつりの期間中、彦根城内堀沿いでは、夜桜見物
をお楽しみいただくためのライトアップを日没から
21：00 まで実施します。（期間は、開花状況に応じて変
更することがあります）

規制区間と期間
▶元二の丸派出所前〜黒門前（右図の　　　部分）

　期間中の毎日 9：00 〜 22：00（車両通行止め）

▶いろは松〜彦根東高校前（右図の　　　部分）

　桜の見頃の期間中 9：00 〜 18：00（車両通行止め）

※桜まつりの期間中、城内と城周辺道路は混雑します。
ご来城には、できるだけ公共交
通機関をご利用ください。ま
た、周辺住民の迷惑となる路上
駐車はしないでください。

※交通規制などは、都合により変
更する場合があります。

彦根城桜まつり　４月１日㈫〜同20日㈰



13 2014・3・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。
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　大
切
な
経
験

澤さ
わ

島し
ま　

知と
も

佳か 

さ
ん
（
西
中
学
校
１
年
）

　
私
は
、
身
近
な
生
活
の
中
で
人
権
の
大

切
さ
を
知
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
私
が
小
学
生
の
頃
同
じ
ク
ラ

ス
に
障
が
い
者
の
男
の
子
が
い
ま
し
た
。

初
め
て
会
っ
た
時
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
あ
ま
り
仲
良
く
は
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
私
は
大
切
な
体
験
を
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
最
後
の
運
動
会
の
時
に
、
そ
の

足
の
不
自
由
な
男
の
子
と
一
緒
の
チ
ー
ム

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
チ
ー
ム
の
み
ん

な
も

「
負
け
て
し
ま
う
な
」

と
、思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、練
習
を
し

て
い
る
う
ち
に
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
男
の

子
の
と
こ
ろ
ま
で
他
の
チ
ー
ム
よ
り
差
を

つ
け
て
、
他
の
チ
ー
ム
と
の
間
を
大
き
く

し
て
一
位
の
ま
ま
、
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ

う
に
順
番
を
工
夫
し
た
り
し
ま
し
た
。
で

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
位
に
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
次
は

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
2013

バ
ト
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
渡
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
何
回
も
練
習
し
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
よ
う
に
な
り
、
チ
ー
ム
の
ふ
ん
い

き
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
男
の
子
と

も
み
ん
な
協
力
し
、
一
番
仲
の
良
い
チ
ー

ム
に
な
れ
ま
し
た
。

　
練
習
で
他
の
チ
ー
ム
と
一
緒
に
競
走
す

る
時
に
、
初
め
て
練
習
の
成
果
が
出
て
一

位
に
な
れ
ま
し
た
。
で
も
、そ
の
時
は
、二

位
の
チ
ー
ム
と
の
差
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、

本
番
で
は
も
っ
と
差
を
つ
け
て
一
位
を
と

ろ
う
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
つ
い
に
本
番
。
一
位
を
目
指

し
て
一
生
懸
命
み
ん
な
走
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、作
戦
ど
お
り
に
男
の
子
ま
で
に
、大

き
な
差
を
つ
け
て
一
位
で
バ
ト
ン
を
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
全
員
が
男

の
子
に
向
か
っ
て
、

「
が
ん
ば
れ
～
。」

と
大
き
な
応
援
を
お
く
り
ま
し
た
。
男
の

子
は
一
位
の
ま
ま
差
を
つ
け
て
、
ア
ン

カ
ー
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
し
た
。
ア
ン

カ
ー
が
そ
の
ま
ま
一
位
で
ゴ
ー
ル
し
、
今

ま
で
の
最
高
タ
イ
ム
が
出
ま
し
た
。
二
分

台
と
い
う
他
の
チ
ー
ム
で
も
出
せ
な
か
っ

た
記
録
が
出
ま
し
た
。
み
ん
な
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
、
チ
ー
ム
全
員
で
喜
び
合
い
ま
し

た
。

　
あ
の
時
は
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。
障
が
い
者
と
か
は
関
係
な
く
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
と
れ
た
一
位
は

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
障
が
い
者

が
い
る
か
ら
と
い
っ
て
最
下
位
に
な
る
と

言
う
の
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
な
い

で
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
の
考
え
は
、
ま
ち
が
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
で
き
て
本
当

に
よ
か
っ
た
で
す
。
経
験
が
な
か
っ
た
ら
、

気
づ
け
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
一
番
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
仲
良
く
な
れ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
で
す
。

　
障
が
い
者
だ
か
ら
な
ど
、
差
別
を
す
る

選
　
　
評

「
障
が
い
者
と
か
は
関
係
な
く
、
み
ん

な
で
力
を
合
せ
て
と
れ
た
一
位
は
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」「
私
の
考
え

は
、
ま
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。」
と
自
ら

の
経
験
か
ら
導
い
た
声
が
心
に
強
く
響

い
て
き
ま
し
た
。
人
間
は
み
な
、
苦
手
な

こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
弱
さ
と
強
さ
を

も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
補
い
合
い
な
が

ら
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い

る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
き
出
せ
！

見
て
見
ぬ
ふ
り
よ
り

自
分
か
ら

柴し
ば

田た　

治は
る

彦ひ
こ 

さ
ん
（
㈱
ベ
ス
ト
ー
ネ
）

の
は
、
本
当
に
悪
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

た
だ
少
し
、
足
が
不
自
由
で
、
速
く
走
れ

な
か
っ
た
り
す
る
だ
け
な
の
で
、「
障
が
い

者
」
で
は
な
く
、「
少
し
走
る
の
が
苦
手

な
人
」
で
い
い
の
で
は
な
い
の
か
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
差
別
を
す
る
の
で
は
な
く
、

仲
良
く
す
る
と
、
と
て
も
い
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
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橋は
し

本も
と

彩あ
や

花か

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

橋は
し

本も
と

理あ
や

那な

ち
ゃ
ん

（
堀
町
）

山や
ま

口ぐ
ち

真ま

広ひ
ろ

ち
ゃ
ん

（
八
坂
町
）

　1月から、 健康推進課が「く
すのきセンター（八坂町 1900-4、
市立病院の敷地内）」に移転しまし
た。各サービスをご利用の際は、
会場をご確認のうえ、お越しく
ださい。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
「
疲
れ
て
い
て
も
、お
酒
を
飲
め

ば
な
ん
と
か
眠
れ
る
」
…
。

　

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
方
法
と

し
て
、
お
酒
を
飲
む
こ
と
を
思
い

つ
く
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

確
か
に
お
酒
を
飲
む
こ
と
は
、

張
り
つ
め
た
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
、

気
分
を
和
ら
げ
る
働
き
も
あ
り
ま

す
が
、
飲
み
過
ぎ
る
と
逆
効
果
で

す
。

　

お
酒
を
飲
む
と
眠
気
を
も
よ
お

し
ま
す
が
、
睡
眠
の
質
は
悪
く
な

り
、
夜
中
に
目
覚
め
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
利
尿
作
用
（
尿
が
よ
く
出

る
よ
う
に
な
る
こ
と
）
も
あ
る
た
め
、

眠
り
の
途
中
で
起
き
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
な
り
、
眠
れ
な
く
な
る

な
ど
の
睡
眠
障
害
が
悪
化
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
酒
は
他
の

臓
器
に
も
影
響

を
与
え
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
臓
病
は
飲
酒

量
が
多
い
ほ
ど
、

ま
た
飲
酒
期
間

が
長
い
ほ
ど
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
誰
か
に
話
す
だ
け

で
、
半
分
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ
ま
な
い

よ
う
に
「
相
談
上
手
」
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
あ
な
た
の
飲
酒
量

（
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
同
定
テ
ス
ト

　

出
所
：
厚
生
労
働
省
）

　

質
問
に
答
え
る
と
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
疑
い
が
高
い
か
ど
う

か
分
か
る
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.e-healthnet.

m
hlw

.go.jp/inform
ation/dictionary/

alcohol/ya-021.htm
l

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

質
問
（
一
部
）

①
あ
な
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
飲

料
を
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
飲

み
ま
す
か
。

②
飲
酒
す
る
と
き
に
は
通
常
ど
れ

く
ら
い
の
量
を
飲
み
ま
す
か
。

③
過
去
１
年
間
に
、
飲
み
始
め
る

　

と
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
あ
り
ま

し
た
か
。

④
過
去
１
年
間
に
、
飲
酒
の
た
め

前
夜
の
出
来
事
を
思
い
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
ど
の
く
ら
い

の
頻
度
で
あ
り
ま
し
た
か
。

⑤
あ
な
た
の
飲
酒
の
た
め
に
、
あ

な
た
自
身
か
他
の
誰
か
が
け
が

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

　

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

滋
賀
県
断
酒
同
好
会
彦
根
昼
例
会

　

お
酒
で
悩
ん
で
い
る
人
は
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
悩
ん
で
い
る

人
の
家
族
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日　

　

午
後
１
時
30
分

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
県
断
酒
同

　

好
会
（
瀬
戸
さ
ん
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

49-
０
２
２
７
番

詐
欺
や
悪
徳
商
法
に

ひ
っ
か
か
ら
な
い
講
座

　

近
年
、お
年
寄
り
や
主
婦

な
ど
を
狙
っ
た
悪
質
商
法

や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、希
望
す

る
団
体
を
対
象
に
消
費
生

活
の
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
教
材
と

し
た
講
習
、消
費
生
活
相

談
員
の
話
、
質
疑
応
答

対
象　

自
治
会
、
老
人
会

な
ど

時
間　

約
１
時
間
（
午
前
９

時
～
午
後
４
時
の
間
）

※
時
間
は
調
整
で
き
ま
す
。

場
所　

公
民
館
な
ど
、希
望

の
場
所
に
出
張
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活

環
境
課
☎
30-

６
１
１

６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３

９
５
番

くすのきセンター

「いのち」の写真展

　あなたがいつの日か、人生の最期を迎えるとしたら、
どこで迎えたいと思いますか。住み慣れた自宅でしょ
うか。病院、老人ホーム、それとも他の場所でしょう
か。
　今回、写真家の國

くに

森
もり

康
やす

弘
ひろ

さんが滋賀県内で撮影した、
自宅での医療やみとりなどに関する写真を展示します。
　「住み慣れた場所で生活し、親しい人や自然を肌で感
じながら、最期を迎えたい」という願いがかなった人
の写真を集めました。
　周囲の大切な人に「いのちのバトン」をしっかと手
渡して、旅立っていかれた人、そのバトンを受け取っ
た人、そのバトンリレーを支えた人などの写真をご覧
いただけます。
　國森さんの講演会も行います。いずれも参加は無料
です。お気軽にお越しください。

写真展
　日時　３月21日（金・祝）～同30日㈰
　　10：00 ～ 16：00
　場所　くすのきセンター１～３階
　　※展示した写真を自由にご覧ください。
講演会
　日時　３月28日㈮　19：00 ～ 20：30
　場所　くすのきセンター３階
　定員　70 人（先着順）

講演会の申込・問い合わせ先　 健康推進課に、電話
か FAX で、①氏名②電話番号をお知らせください。

ス
ト
レ
ス
解
消
の

落
と
し
穴
に
注
意
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
0
7
号

（
平
成
2
6
年
3
月
1
5
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,0
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
7
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、
原
稿
作

成
・
編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

か
わ
い
い
な　

ど
ん
ぐ
り
さ
ん
の　

ベ
レ
ー
ぼ
う　

川か
わ

原は
ら　

結ゆ

衣い 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
１
年
）

　

す
ず
む
し
が　

リ
ン
リ
ン
な
く
よ　

音
が
く
会　
　

勝か
つ

木き　

藍あ
い 

さ
ん
（
城
南
小
学
校
２
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部　

　

あ
め
ん
ぼ
う　

ひ
ら
お
よ
ぎ
し
て　

お
に
ご
っ
こ　

宮み
や

川が
わ　

あ
か
り 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
３
年
）

　

た
ん
ぽ
ぽ
が　

わ
た
毛
に
な
っ
て　

空
を
飛
ぶ　
　

大お
お

西に
し　

陽は
る

輝き 

さ
ん
（
城
北
小
学
校
４
年
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

玄
宮
園　

虫
が
奏
で
る　

コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　
　

中な
か

田た　

あ
み 

さ
ん
（
城
西
小
学
校
５
年
）

　

コ
ス
モ
ス
と　

風
が
奏
で
る　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー　
　

宮み
や

尾お　

香か

菜な

美み 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
５
年
）

◆
中
学
生
の
部

　

風
鈴
が　

耳
を
潤
す　

昼
下
が
り　
　
　
　
　
　
　

七し
ち

里り　

優ゆ
う

花か 

さ
ん
（
東
中
学
校
３
年
）

　

受
験
生　

睡
魔
が
授
業
の　

邪
魔
を
す
る　
　
　
　

今い
ま

尾お　

直な
お

人と 

さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

ぼ
く
は　

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
が　

き
ら
い
だ
よ　

山や
ま

本も
と　

悠ゆ
う

路ろ 

さ
ん
（
城
西
小
学
校
１
年
）

　

妹
は　

お
姉
ち
ゃ
ん
よ
り　

強
い
ん
だ　
　
　
　
　

西に
し

川か
わ　

は
る
き 

さ
ん
（
佐
和
山
小
学
校
２
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部　

　

命
は
ね　

一
人
ひ
と
つ
の　

た
か
ら
も
の　
　
　
　

秋あ
き

好よ
し　

優ゆ
う

輝き 

さ
ん
（
平
田
小
学
校
３
年
）

　

友
だ
ち
は　

苦
し
み
よ
ろ
こ
び　

わ
か
ち
あ
う　
　

髙た
か

橋は
し　

千ち

晶あ
き 

さ
ん
（
平
田
小
学
校
４
年
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

秋
に
な
り　

か
き
の
家
族
が　

せ
い
ぞ
ろ
い　
　
　

長な
が

尾お　

圭け
い

斗と 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
５
年
）

　

道
路
沿
い　

小
さ
な
花
が　

咲
い
て
い
る　
　
　
　

細ほ
そ

島じ
ま　

千ち

聖さ
と 

さ
ん
（
稲
枝
東
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生
の
部

　

テ
ス
ト
前　

み
ん
な
の
顔
は　

笑
顔
な
し　
　
　
　

北き
た

村む
ら　

詩し

歩ほ 

さ
ん
（
南
中
学
校
１
年
）　

　

ま
た
折
れ
た　

心
と
え
ん
ぴ
つ　

ま
た
折
れ
た　
　

堀ほ
り

居い　

春は
る

紀き 

さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

ま
ん
月
の　

月
を
ち
か
く
で　

見
て
み
た
よ　

う
さ
ぎ
さ
ん
に
も　

ぼ
く
は
見
え
た
か
な　
　
　
　

幸ゆ
き

重し
げ　

李り

空く 

さ
ん
（
城
南
小
学
校
２
年
） 

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　

風
の
日
に　

ち
っ
ち
ゃ
い
ど
ん
ぐ
り　

落
ち
て
い
た　

葉
っ
ぱ
の
ふ
と
ん
に　

く
る
ん
で
あ
げ
る　

岡お
か

田だ　

み
の
り 

さ
ん
（
城
南
小
学
校
３
年
） 

　

木
を
み
た
ら　

み
ん
な
に
こ
に
こ　

わ
ら
っ
て
る　

み
ん
な
楽
し
く　

木
を
見
上
げ
て
る　
　
　
　

山や
ま

本も
と　

千ち

陽は
る 

さ
ん
（
平
田
小
学
校
３
年
） 

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

ラ
ク
ダ
の
背　

ゆ
ら
ん
ゆ
ら
ん
と　

歩
く
た
び　

せ
な
か
の
ぼ
く
ゆ
れ　

け
し
き
も
ゆ
れ
る　
　
　

杉す
ぎ

本も
と　

祥
し
ょ
う

太た 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
５
年
） 

　

季
節
が
ね　

ド
ロ
ン
と
変
わ
り　

冬
の
空　

雪
が
ひ
ら
ひ
ら　

白
の
道
だ
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

本も
と　

拓た
く

真ま 

さ
ん
（
城
陽
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生
の
部

　

神
さ
ま
が　

助
け
て
く
れ
た　

こ
の
命
で　

世
界
を
救
う　

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に　
　
　
　
　
　
　
　

谷た
に

澤ざ
わ　

拓た
く

海み 

さ
ん
（
彦
根
中
学
校
１
年
） 　

　

豊
か
な
自
然　

い
い
人
た
ち
に　

囲
ま
れ
て　

あ
あ
彦
根
市
に　

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た　
　
　
　
　

西に
し

田だ　

美み

優ゆ

華か 

さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
） 

子どもが日本語の持つ本来の美しさを感じ、豊か
な表現力（考える力・書く力・伝える力）を身につけるこ
とを目的に、文芸作品を広く募集したところ、延べ
5,464 人の児童・生徒の皆さんから、俳句 4,457
点、川柳 1,911 点、短歌 1,632 点、詩 452 点の
応募をいただきました。

　彦根文芸協会の協力による審査の結果、特選 30
点、準特選 72 点、佳作 143 点が選ばれました。
　各部門の特選は次の皆さんです。
問い合わせ先　 教育委員会
　文化振興室☎ 23-7810、
　FAX21-3080

川　　　柳 俳　　　句短　　　歌

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　
『
か
が
み
や
さ
ん
』

　
　

佐さ

さ々

木き　

駿
し
ゅ
ん 

さ
ん
（
高
宮
小
学
校
２
年
）

　
『
家
ぞ
く
の
い
い
と
こ
』

　
　

田た

中な
か　

美み

希き 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
２
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
『
も
う
ち
ょ
っ
と
』

　
　

岡お
か

田だ　

み
の
り 

さ
ん（
城
南
小
学
校
３
年
）

　
『
秋
が
ゴ
ー
ル
』　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

山や
ま

田だ　

朝あ
さ

陽ひ 

さ
ん
（
稲
枝
東
小
学
校
４
年
） 

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　
『
昔
な
つ
か
し
い
し
ょ
う
店
街
』

　
　

　
田だ　

音と

羽わ 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
５
年
）

　
『
初
め
て
言
え
た
「
あ
り
が
と
う
」』　 

　
　

上う
え

田だ　

ひ
か
る 

さ
ん（
城
東
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生
の
部

　
『O

nly

～
自
分
だ
け
の
詩
～
』

　
　

林は
や
し　

稜
り
ょ
う

也や 

さ
ん
（
中
央
中
学
校
１
年
）

詩

す
み

入賞者決まる 第 ４ 回（ 平 成 2 5 年 度 ） ひこね子ども文 芸 作 品 　


